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Ｊ
Ｆ
全
漁
連（
岸
宏
会
長
）

は
８
日
、
東
京
・
永
田
町
の

全
国
町
村
会
館
ホ
ー
ル
で
、

２
０
１
９
年
度
全
国
漁
連

（
府
県
漁
協
）
・
信
漁
連
会

長
・
漁
済
組
合
長
合
同
会
議

を
開
催
し
、
来
年
度
水
産
関

係
予
算
要
求
額
の
満
額
確
保

と
今
年
度
補
正
予
算
の
確
保

を
求
め
る
「
我
が
国
水
産
業

の
成
長
産
業
化
を
成
し
遂
げ

る
た
め
の
決
議
」
を
採
択
し

た
。岸

会
長
は
「
昨
年
７０
年
ぶ

り
に
漁
業
法
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
政
省
令
等
の
具
体

的
整
備
が
行
わ
れ
る
。
漁
業

再
生
・
浜
の
再
生
に
向
け
、

自
己
改
革
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
水
産
改
革
の
裏
付
け

と
し
て
予
算
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
り
、
来
年
度
予
算
の

満
額
確
保
、
今
年
度
補
正
予

算
の
必
要
額
の
確
保
が
必
要

だ
」
と
強
調
。
予
算
の
要
点

と
し
て
は
、
「
従
来
か
ら
お

願
い
し
て
い
る
漁
船
リ
ー
ス

事
業
予
算
の
確
保
に
よ
り
、

生
産
構
造
を
つ
く
り
直
す
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
漁
具
リ

ー
ス
事
業
を
定
着
さ
せ
る
た

め
の
制
度
設
計
の
見
直
し
を

お
願
い
し
た

い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
水
産

庁
の
山
口
英
彰

長
官
が
あ
い
さ

つ
。
担
当
者
が

２０
年
度
水
産
予

算
概
算
要
求
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
た
あ
と
、
「
我
が

国
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を

成
し
遂
げ
る
た
め
の
決
議
」

を
採
択
し
た
。

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
種
苗
（
写

真
）
を
生
産
す
る
際
、
餌
と
し

て
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
使
っ
て
み
ま

し
た
。
餌
料
代
は
２
０
０
分
の

１
に
削
減
さ
れ
、
実
用
化
に
向

け
て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

青
森
県
は
島
根
県
に
次
ぐ
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
の
産
地
で
す
。
十

三
湖
と
小
川
原
湖
で
年
間
約
３

０
０
０
�
漁
獲
さ
れ
ま
す
。
小

川
原
湖
で
は
、
２
０
０
３
年
ま

で
２
０
０
０
�
以
上
の
年
間
漁

獲
量
で
し
た
が
、
１７
年
は
１
０

０
０
�
を
切
る
ま
で
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
、
卵
か
ら

幼
生
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
海

水
の
３
分
の
１
程
度
の
塩
分
が

必
要
な
た
め
淡
水
と
海
水
が
混

じ
っ
た
汽
水
で
な
け
れ
ば
生
息

で
き
ま
せ
ん
。
小
川
原
湖
は
も

と
も
と
塩
分
が
薄
く
、
年
に
よ

り
塩
分
が
低
す
ぎ
て
産
卵
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
、
資
源
減
少

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
、
産
卵
か

ら
幼
生
に
な
る
ま
で
の
数
日
間

は
適
度
な
塩
分
が
必
要
で
す

が
、
そ
れ
以
降
は
小
川
原
湖
の

低
い
塩
分
で
も
十
分
生
存
可
能

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
塩
分
と
水
温
を
調
整
し
た

条
件
で
、
成
熟
し
た
親
シ
ジ
ミ

を
飼
育
す
る
と
容
易
に
産
卵
、

受
精
を
導
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。小

川
原
湖
漁
協
で
は
、
シ
ジ

ミ
資
源
維
持
に
向
け
、
０５
年
か

ら
こ
の
技
術
を
利
用
し
て
種
苗

生
産
を
行
い
、
１
週
間
で
０
・

２
�
の
シ
ジ
ミ
稚
貝
に
育
て
て

毎
年
１
０
０
億
個
以
上
の
稚
貝

を
放
流
し
て
い
ま
す
。

湖
に
放
流
さ
れ
た
０
・
２
�

の
稚
貝
は
、
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
の

巻
き
貝
や
イ
ト
ミ
ミ
ズ
、
ユ
ス

リ
カ
に
食
べ
ら
れ
て
数
を
減
ら

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
稚
貝
が

１
�
以
上
の
大
き
さ
に
な
る

と
、
こ
れ
ら
の
食
害
を
受
け
ま

せ
ん
。
稚
貝
を
よ
り
大
き
く
育

て
放
流
す
る
こ
と
で
、
ほ
か
の

生
物
に
食
べ
ら
れ
る
危
険
が
減

り
、
放
流
後
の
生
き
残
り
が
よ

く
な
る
わ
け
で
す
。

小
川
原
湖
の
天
然
水
域
で

は
、
夏
に
生
ま
れ
て
翌
年
の
夏

に
よ
う
や
く
１
�
に
成
長
し
ま

す
。
人
工
的
に
稚
貝
に
適
し
た

水
温
、
塩
分
、
餌
の
条
件
を
調

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
ま

れ
た
年
の
秋
ま
で
に
１
�
に
育

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

１
�
の
稚
貝
を
放
流
す
る
こ
と

で
漁
獲
ま
で
の
期
間
を
１
年
近

く
短
縮
で
き
、
よ
り
生
き
残
り

が
よ
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
稚
貝
飼
育
に
使
用

す
る
餌（
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）

の
価
格
が
高
く
、
採
算
面
か
ら

１
�
稚
貝
放
流
の
実
用
化
は
困

難
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
シ
ジ
ミ
の
安
く
て

よ
い
餌
探
し
が
始
ま
り
ま
し

た
。
シ
ジ
ミ
は
水
中
に
懸
濁
す

る
有
機
物
を
何
で
も
漉
（
こ
）

し
取
っ
て
食
べ
る
の
で
す
が
、

実
際
に
何
が
よ
い
餌
な
の
か
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
着
底

し
た
ば
か
り
の
稚
貝
は
約
０
・

１６
�
、
こ
の
シ
ジ
ミ
が
食
べ
る

餌
は
０
・
０１
�
以
下
で
あ
る
必

要
が
あ
り
、
こ
の
サ
イ
ズ
ま
で

均
一
に
細
か
く
す
る
こ
と
は
困

難
を
極
め
ま
す
。
固
形
物
を
グ

ラ
イ
ン
ダ
ー
や
乳
鉢
（
細
か
く

で
き
る
す
り
鉢
）
で
細
か
く
す

る
こ
と
を
試
し
ま
し
た
が
、
求

め
る
サ
イ
ズ
に
均
一
に
す
る
こ

と
が
で
き
ず
断
念
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
初
め
か
ら
細
か
い

粒
子
が
懸
濁
し
た
状
態
の
ゾ
ル

状
物
質
で
栄
養
価
の
高
い
も
の

を
探
し
ま
し
た
。
豆
乳
や
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
試
し
た
と
こ
ろ
、
稚

貝
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
餌
で
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
匹
敵
す
る
成

長
を
示
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
グ
ル

ト
は
、
水
と
一
緒
に
ビ
ン
に
入

れ
て
フ
タ
を
し
て
強
く
振
る
こ

と
で
、
容
易
に
懸
濁
可
能
で
し

た
。近

所
の
ス
ー
パ
ー
で
い
つ
で

も
入
手
で
き
、
し
か
も
４
０
０

�
で
１
５
０
円
程
度
と
極
め
て

安
価
で
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、

作
業
性
、
入
手
の
し
や
す
さ
、

そ
し
て
価
格
の
面
で
極
め
て
優

れ
た
シ
ジ
ミ
の
餌
だ
っ
た
の
で

す
。
海
産
二
枚
貝
の
餌
と
し
て

も
有
効
性
が
示
さ
れ
れ
ば
活
用

の
広
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

開
催
に
あ
た
り
全
漁
連
の

�
井
紀
一
浜
再
生
推
進
部
長

が
あ
い
さ
つ
し
「
浜
の
活
力

再
生
プ
ラ
ン
（
浜
プ
ラ
ン
）

や
、
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ

ラ
ン
の
成
果
を
高
め
る
た
め

に
優
良
事
例
を
学
び
共
有
化

し
て
、
取
り
組
み
実
践
の
参

考
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

述
べ
た
。
続
い
て
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課

の
平
野
智
巳
国
際
水
産
情
報

分
析
官
が
浜
プ
ラ
ン
の
実
施

状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。浜

プ
ラ
ン
の
優
良
事
例
紹

介
で
は
、
尾
道
市
産
業
部
農

林
水
産
課
の
槙
ノ
原
徹
主
事

が
「
キ
ジ
ハ
タ
栽
培
漁
業
と

消
費
拡
大
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
詳
細
を
報
告
。
２
０

０
７
年
か
ら
キ
ジ
ハ
タ
稚
魚

約
１
万
尾
を
放
流
。
か
ご
に

よ
る
放
流
や
隠
れ
家
と
な
る

貝
殻
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
設

置
も
あ
り
、
効
果
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
５
年
前
か
ら
は

尾
道
季
節
の
地
魚
の
店
連
絡

協
議
会
（
飲
食
組
合
、
商
工

会
議
所
、
観
光
協
会
、
漁
業

団
体
と
行
政
で
構
成
）
主
催

で
「
尾
道
あ
こ
う
祭
り
」
を

実
施
。
尾
道
の
地
魚
が
食
べ

ら
れ
る
店
舗
な
ど
と
の
連
携

を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
Ｊ

Ａ
尾
道
市
の
直
売
所
「
え
え

じ
ゃ
ん
尾
道
」
と
市
内
漁
協

が
テ
ナ
ン
ト
契
約
し
鮮
魚
の

販
売
な
ど
を
行
い
漁
業
者
の

意
欲
向
上
、
魚
価
低
迷
改
善

に
努
め
て
き
た
こ
と
な
ど
も

紹
介
し
た
。

Ｊ
Ｆ
す
く
も
湾
漁
協
の
河

原
宜
人
参
事
は
「
高
知
県
宿

毛
湾
地
域
に
お
け
る
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
の
取
組
」
と

題
し
て
報
告
。
具
体
的
に
、

ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る
水
産
物

（
キ
ビ
ナ
ゴ
）
販
売
、
養
殖

マ
ダ
イ
を
「
直
七
マ
ダ
イ
」

の
名
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
販
路

開
拓
、
養
殖
ブ
リ
の
フ
ィ
レ

ー
加
工
商
品
販
売
、
漁
協
に

よ
る
加
工
事
業
で
学
校
や
病

院
の
給
食
向
け
販
売
、
小
中

学
校
で
の
食
育
活
動
、
船
底

清
掃
や
省
エ
ネ
機
器
導
入
な

ど
に
取
り
組
ん
で
収
入
を
向

上
さ
せ
、
コ
ス
ト
も
削
減
。

２
期
目
の
浜
プ
ラ
ン
で
は
、

魚
体
選
別
機
を
更
新
し
迅
速

大
量
処
理
し
て
高
鮮
度
水
産

物
を
販
売
。
漁
業
に
被
害
を

及
ぼ
し
て
い
る
サ
メ
の
加
工

販
売
な
ど
水
産
加
工
の
さ
ら

な
る
振
興
を
図
っ
て
い
く
な

ど
と
説
明
し
た
。

こ
の
あ
と
会
場
を
移
し

て
、
漁
業
・
異
業
種
連
携
促

進
事
業
地
区
別
マ
ッ
チ
ン
グ

相
談
会
（
近
畿
・
中
国
・
四

国
地
区
）
を
開
催
。

漁
業
団
体
は
、
Ｊ
Ｆ
大
阪

市
漁
協
、
大
阪
府
鰮
巾
着
網

漁
協
、
Ｊ
Ｆ
池
田
漁
協
（
香

川
）
が
出
展
。

加
工
な
ど
の
企
業
で
は
、

ウ
ミ
ト
ロ
ン
�
、
み
ら
い
マ

ル
シ
ェ
�
、
海
洋
建
設
�
水

産
環
境
研
究
所
、
ジ
ャ
パ
ン

マ
リ
ン
ポ
ニ
ッ
ク
ス
�
、
�

タ
ダ
シ
製
作
所
、
大
和
製
衡

�
、
�
鶴
見
製
作
所
、
Ｄ
Ｅ

Ｎ
Ｂ
Ａ
�
、
東
洋
水
産
機
械

�
、フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ン
�
、

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
三
菱
伸

銅
�
、
�
三
ツ
星
産
業
、
�

南
日
本
情
報
処
理
セ
ン
タ

ー
、
�
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
出

展
し
、
水
産
業
界
と
の
新
た

な
連
携
を
模
索
し
て
積
極
的

に
情
報
交
換
し
た
。

【
大
阪
】
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
８
日
、
大
阪
市
内
で
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
推
進

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
を
開
い
た
。
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
行
政
、
自
治

体
、
漁
連
・
漁
協
な
ど
約
６０
人
が
出
席
。
広
島
県
・
尾
道
市
地
域
水
産
業
再
生
委

員
会
と
高
知
県
・
宿
毛
湾
水
産
業
再
生
委
員
会
の
事
例
報
告
を
聴
講
。
収
入
ア
ッ

プ
と
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
漁
業
所
得
の
向
上
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

あ
い
さ
つ
す
る

岸
会
長

島
根
県
の
丸
山
達
也
知
事

ら
県
関
係
者
は
１１
日
、
水
産

庁
を
訪
問
し
、
山
口
英
彰
長

官
に
「
持
続
可
能
な
水
産
業

・
漁
村
の
確
立
」
を
要
請
し

た
。
要
望
は
主
に
�
企
業
的

漁
業
経
営
体
の
体
質
強
化
と

沿
岸
漁
業
・
漁
村
の
活
性
化

�
資
源
管
理
に
か
か
る
対
策

な
ど
の
充
実
強
化
�
日
韓
漁

業
協
定
の
実
行
確
保
と
監
視

取
り
締
ま
り
体
制
の
充
実
強

化
な
ど
	
の
３
項
目
。

具
体
的
に
�
で
は
、
浜
の

活
力
再
生
プ
ラ
ン
や
漁
船
リ

ー
ス
事
業
、
水
産
基
盤
整
備

予
算
や
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
な
ど
の
十
分
な
予
算

を
確
保
す
る
こ
と
。
�
は
定

置
網
な
ど
に
対
す
る
漁
獲
枠

配
分
の
確
保
や
資
源
評
価
調

査
・
漁
獲
可
能
量（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）

管
理
に
要
す
る
費
用
の
予
算

確
保
。
�
で
は
日
韓
の
暫
定

水
域
撤
廃
や
違
法
操
業
の
根

絶
な
ど
に
言
及
し
た
。

丸
山
知
事
は
「
沿
岸
漁
業

な
ど
は
大
変
厳
し
い
。
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
現

場
の
実
態
を
強
調
。
山
口
長

官
は
「
資
源
管

理
に
つ
い
て
は

準
備
作
業
を
進

め
て
い
る
。
関

係
予
算
は
し
っ

か
り
と
確
保
し

て
い
き
た
い
」

な
ど
と
返
答
し

た
。

日
本
お
よ
び
世
界
の
漁
業

に
つ
い
て
研
究
し
、
諸
問
題

の
解
決
に
取
り
組
む
国
際
漁

業
学
会
（
会
長
・
婁
小
波
東

京
海
洋
大
学
教
授
）
は
「
国

際
漁
業
協
力
の
展
望
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
研
究
会
を
１６
日

に
東
京
海
洋

大
学
８
号
館

３
０
３
号
室

で
開
催
す
る

（
写
真
は
ポ

ス
タ
ー
）。午

後
２
時
開
会

で
入
場
は
無

料
。水

産
分
野

で
も
求
め
ら

れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目

標
）
の
実
現

に
向
け
、
国
際
漁
業
協
力
の

最
前
線
で
活
躍
す
る
専
門
家

を
講
師
に
招
き
、
産
学
官
民

連
携
に
よ
る
国
際
漁
業
協

力
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ

す
。講

演
は
元
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
水
産
業
務

部
長
の
加
藤
泰
久
氏
に
よ
る

「
漁
業
分
野
に
関
す
る
開
発

援
助
を
考
え
る
」、水
産
庁
海

外
漁
業
協
力
室
の
北
出
輝
雄

課
長
補
佐
に
よ

る
「
水
産
分
野

の
協
力
の
現
状

と
課
題
」、国
際

協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
農
村

開
発
部
の
三
国

成
晃
第
二
チ
ー

ム
専
任
参
事
に

よ
る
「
国
際
漁

業
協
力
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
」
	
の
３

題
。▽

問
い
合
わ

せ
先
・
学
会
研

究
企
画
委
員
会
、
綿
貫
尚
彦

委
員
長


�
０
９
０
	
６
７

０
４
	
６
９
９
６
、
電
子
メ

ー
ルw

atan
u
k
i@

o
afic.

co
.jp

山
口
長
官（
奥
）

に
島
根
県
の
実

態
を
説
明
す
る

丸
山
知
事
（
そ

の
�
）

静
岡
県
沼
津
市
の
水
産
卸

会
社
・
佐
政
水
産
�
（
佐
藤

隆
是
社
長
）
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
、
大
型
商
業
施
設
「
ら

ら
ぽ
ー
と
沼
津
」
内
に
展
開

し
た
新
感
覚
の
ス
ペ
イ
ン
風

体
験
型
マ
ル
シ
ェ
「
Ｍ
ｅ
ｒ

ｃ
ａ
ｄ
ｏ

Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｓ
Ａ
（
メ
ル
カ
ド
サ
マ

サ
）」が
オ
ー
プ
ン
し
て
１
か

月
。
エ
リ
ア
内
で
佐
政
水
産

が
直
営
す
る
テ
ナ
ン
ト
の
寿

司
と
海
鮮
丼
の
販
売
が
好
調

に
推
移
し
て
い
る
。

「
メ
ル
カ
ド
」
は
、
ス
ペ

イ
ン
語
で
市
場
を
意
味
す
る

言
葉
。
現
地
の
市
場
の
よ
う

に
静
岡
県
東
部
エ
リ
ア
の
生

鮮
品
や
そ
れ
ら
を
素
材
と
し

た
料
理
を
買
い
物
し
て
、
そ

の
場
で
食
べ
ら
れ
る
空
間
と

し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
横
幅

約
１０
�
の
駿
河
湾
大
水
槽
に

は
、
同
じ
く
同
社
運
営
の
沼

津
港
深
海
水
族
館
が
出
張
し

て
生
物
を
提
供
。
駿
河
湾
の

深
海
生
物
を
眺
め
な
が
ら

地
元
の
味
覚
を
堪
能
で
き

る
。テ

ナ
ン
ト
の
一
つ
を
構
成

し
て
魚
介
類
を
販
売
す
る

「
ｆ
ｉ
ｓ
ｈ

ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ

ｔ

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
」
は
、

丸
魚
販
売
の
ほ
か
に
寿
司
や

海
鮮
丼
を
品
揃
え
と
し
て
並

べ
て
い
る
が
、
オ
ー
プ
ン
か

ら
現
在
ま
で
来
店
客
の
反
応

が
最
も
よ
い
の
が
こ
れ
ら
ア

イ
テ
ム
と
い
う
。

テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
居
す

る
肉
や
野
菜
の
地
元
業
者
が

こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
の
店
舗

展
開
に
不
慣
れ
な
こ
と
や
、

沼
津
に
は
な
い
新
規
性
の
あ

る
洋
風
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
エ

リ
ア
の
た
め
か
、
現
状
は
予

想
を
超
え
る
集
客
と
い
う
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
た

だ
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
佐

藤
慎
一
郎
専
務
は
「
認
知
度

を
高
め
る
こ
と
で
利
用
者
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
雰
囲

気
を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
売
っ

て
い
る
も
の
の

中
身
で
評
価
し

て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
盛
り
上

げ
を
図
っ
て
い

く
。

東
京
海
洋
大
学
（
竹
内
俊

郎
学
長
）
と
宮
城
県
の
気
仙

沼
信
用
金
庫
（
菅
原
務
理
事

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
産
学
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。

協
定
は
気
仙
沼
信
用
金
庫

営
業
エ
リ
ア
内
の
中
小
企
業

を
対
象
に
、
地
域
社
会
に
お

け
る
技
術
開
発
や
技
術
教
育

な
ど
の
支
援
、
新
事
業
の
創

出
な
ど
地
域
の
産
業
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
。

調
印
式
は
東
京
・
港
区
の

東
京
海
洋
大
学
品
川
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
、
竹
内
学
長

と
菅
原
理
事
長
が
協
定
の
締

結
書
に
調
印
し
た
。

同
大
学
は
２
０
１
２
年
に

気
仙
沼
市
に
三
陸
サ
テ
ラ
イ

ト
を
設
置
し
、
研
究
者
の
同

地
域
の
活
動
拠
点
お
よ
び
被

災
地
復
興
支
援
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
教
育
研
究
の
推
進
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

一
方
、
気
仙
沼
信
金
は
東

日
本
大
震
災
以
降
、
地
域
の

復
旧
の
ほ
か
地
域
事
業
者
の

販
路
開
拓
な
ど
の
支
援
を
実

施
。
同
信
金
と
東
京
東
信
用

金
庫
で
進
め
て
い
る
「
地
産

都
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は

同
大
学
も
一
員
と
し
て
首
都

圏
へ
の
水
産
物
の
流
通
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。

１０
月
上
旬
に
オ

ー
プ
ン
し
た

「
メ
ル
カ
ド
サ

マ
サ
」
の
店
舗

内
観

阪
和
興
業
（
古
川
弘
成
社

長
）
は
１１
日
、
２
０
２
０
年

３
月
期
第
２
・
四
半
期
連
結

決
算
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
売
上
高
は
９
４
６

０
億
２
４
０
０
万
円
で
前
年

同
期
を
５
・
９
％
下
回
り
、

営
業
利
益
は
１
３
６
億
１
８

０
０
万
円
で
３
・
６
％
増
、

経
常
利
益
は
１
０
８
億
１
４

０
０
万
円
で
０
・
２
％
減
、

四
半
期
純
利
益
は
５１
億
５
７

０
０
万
円
で
２１
・
４
％
の
減

少
と
な
っ
た
。

売
上
高
の
減
少
は
、
海
外

の
鉄
鋼
子
会
社
を
中
心
に
米

中
貿
易
摩
擦
の
影
響
に
よ
る

扱
い
の
減
少
や
市
況
低
迷
を

受
け
た
も
の
で
、
会
見
で
古

川
社
長
は
「
今
が
最
悪
期
」

と
し
た
う
え
で
、
貿
易
摩
擦

の
解
決
次
第
と
の
認
識
を
示

し
た
。

水
産
が
主
体
で
あ
る
食
品

事
業
の
売
上
高
は
０
・
８
％

減
の
５
２
３
億
２
０
０
万
円

で
わ
ず
か
な
減
少
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
連
結
子
会
社
の
ハ

ン
ワ
フ
ー
ズ
や
丸
本
本
間
水

産
で
エ
ビ
や
寿
司
種
、
カ
ズ

ノ
コ
製
品
な
ど
で
利
幅
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
、
セ
グ
メ
ン
ト
利

益
は
５０
・
０
％
減
少
の
５
億

１
０
０
０
万
円
に
半
減
し

た
。輸

入
事
業
も
厳
し
く
、
市

況
の
底
を
脱
出
し
た
冷
凍
エ

ビ
や
高
値
を
維
持
し
た
サ
ケ

は
数
量
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た

が
、
欧
州
サ
バ
の
減
少
や
北

欧
シ
シ
ャ
モ
の
禁
漁
な
ど
が

響
き
、
ま
た
原
料
高
が
買
い

付
け
リ
ス
ク
を
敬
遠
す
る
方

向
に
つ
な
が
っ
た
。
欧
州
ア

ジ
や
カ
ニ
類
は
健
闘
し
、
全

体
で
何
と
か
前
年
並
み
を
維

持
し
た
。

２０
年
３
月
期
通
期
の
連
結

業
績
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
発
表
に
比
べ
て
売
上

高
は
２
０
０
０
億
円
少
な
い

２
兆
円
、
営
業
利
益
は
４５
億

円
少
な
い
３
１
０
億
円
、
経

常
利
益
は
９５
億
円
少
な
い
１

８
５
億
円
、
当
期
純
利
益
も

８５
億
円
少
な
い
１
０
７
億
円

へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
下
方
修
正

し
た
。

東
洋
製
罐
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｄ
、

大
塚
一
男
社
長
）
は
８
日
、

東
京
・
品
川
区
の
同
社
内
で

２
０
２
０
年
３
月
期
第
２
・

四
半
期
連
結
決
算
説
明
会
を

開
い
た
。
売
上
高
４
０
５
５

億
８
５
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
０
・
２
％
増
）、営
業
利

益
１
５
２
億
５
５
０
０
万
円

（
２４
・
１
％
減
）、経
常
利
益

１
５
７
億
１
４
０
０
万
円

（
３３
・
２
％
減
）、四
半
期
純

利
益
３
億
１
４
０
０
万
円

（
９７
・
３
％

減
）
の
増
収
減

益
だ
っ
た
。

電
気
・
電
子

向
け
鋼
板
、
パ

ウ
チ
な
ど
の
販

売
が
増
加
し
た
が
、
製
品
構

成
の
変
化
に
よ
る
利
益
率
低

下
、
減
価
償
却
費
増
加
が
響

い
た
。
純
利
益
は
子
会
社
の

価
格
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
独

占
禁
止
法
違
反
課
徴
金
支
払

い
に
よ
る
損
失
で
大
き
く
落

ち
込
み
、
説
明
会
で
謝
罪
す

る
場
面
も
み
ら
れ
た
。

売
上
高
は
車
載
用
電
池

材
、
中
国
の
飲
料
用
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
貢
献
し
た
一
方
、

磁
気
デ
ィ
ス
ク
用
ア
ル
ミ
基

板
、
米
国
の
製
缶
機
械
の
販

売
が
振
る
わ
ず
、
営
業
利
益

は
材
料
・
物
流
費
や
固
定

費
、
売
り
上
げ
増
減
構
成
比

の
マ
イ
ナ
ス
が
大
き
く
４８
億

円
の
減
益
と
な
り
、
第
５
次

中
期
経
営
計
画
の
達
成
が
厳

し
く
な
っ
て
き
た
。

今
後
は
�
付
加
価
値
容
器

�
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

問
題
�
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

デ
ザ
イ
ン
�
Ｅ
Ｖ
・
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
向
け
の
次
世
代
電

池
需
要
増

パ
ウ
チ
の
増
加

�
タ
イ
国
の
飲
料
缶
需
要
増

�
自
己
株
式
の
追
加
取
得
	

な
ど
に
対
応
し
て
い
く
。

中
長
期
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
技
術
革
新
を
軸
と
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
・
代
替
素
材

の
開
発
、
培
っ
た
技
術
を
活

用
し
た
事
業
領
域
の
拡
大
を

目
指
す
。
特
に
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

大
塚
社
長
は
「
環
境
問
題
か

ら
容
器
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か

ら
金
属
に
回
帰
す
る
流
れ
が

一
部
で
始
ま
っ
て
い
る
」
と

語
り
、
グ
ル
ー
プ
の
技
術
を

結
集
し
、
対
応
を
強
化
し
て

い
く
方
針
を
示
し
た
。

【
名
古
屋
】中
部
水
産（
脇

坂
剛
社
長
）
は
１１
日
、
２
０

２
０
年
３
月
期
第
２
・
四
半

期
決
算
（
単
体
）
を
発
表
し

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、
売
上
高

は
卸
売
部
門
が
販
売
単
価
の

上
昇
に
よ
り
増
収
と
な
っ
た

も
の
の
、
飼
料
工
場
が
養
鰻

飼
料
の
輸
出
減
や
配
合
飼
料

向
け
魚
粉
の
生
産
量
減
な
ど

に
よ
り
１
９
３
億
５
７
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
０
・
７

％
減
）、営
業
利
益
が
９
４
０

０
万
円
（
１
４
１
・
０
％

増
）、経
常
利
益
１
億
６
６
０

０
万
円
（
５２
・
９
％
増
）、四

半
期
純
利
益
１
億
９
０
０
万

円
（
４４
・
１
％
増
）
の
減
収

増
益
と
な
っ
た
。

部
門
別
に
み
る
と
、
主
力

の
卸
売
部
門
は
鮮
魚
で
養
殖

カ
ン
パ
チ
、
養
殖
マ
ダ
イ
の

入
荷
減
、
サ
ン
マ
、
ヤ
リ
イ

カ
の
不
漁
、
養
殖
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
の
取
り

扱
い
減
な
ど
に
よ
り
減
収
。

冷
凍
魚
が
タ
ラ
バ
ガ
ニ
や
養

殖
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
の
販
売

増
、
モ
ン
ゴ
ウ
イ
カ
の
順
調

な
入
荷
な
ど
で
増
収
。
加
工

食
品
で
原
料
で
あ
る
カ
ラ
ス

ガ
レ
イ
の
販
売
が
好
調
だ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
増
収
。
こ

の
結
果
、
同
部
門
の
売
上
高

は
１
８
６
億
８
３
０
０
万
円

（
前
年
同
）、営
業
利
益
１
億

７
５
０
０
万
円
（
８
・
９
％

増
）
と
な
っ
た
。

飼
料
工
場
部
門
は
、
養
鰻

用
飼
料
が
輸
出
向
け
の
売
り

上
げ
減
、
配
合
飼
料
向
け
魚

粉
が
原
料
不
足
に
よ
り
生
産

量
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
で

減
収
と
な
り
、
売
上
高
３
億

５
８
０
０
万
円
（
２４
・
０
％

減
）、営
業
利
益
は
９
０
０
万

円
（
２１
・
０
％
増
）
と
な
っ

た
。冷

蔵
工
場
部
門
は
、
売
上

高
２
億
４
０
０
０
万
円
（
１１

・
４
％
減
）、営
業
利
益
３
４

０
０
万
円
（
５８
・
９
％
増
）、

不
動
産
賃
貸
部
門
が
売
上
高

７
４
０
０
万
円
（
１１
・
０
％

増
）、営
業
利
益
４
３
０
０
万

円
（
３
・
２
％
増
）
で
あ
っ

た
。

決
算
概
要
を
説

明
す
る
大
塚
社

長

対前年比
９９.１％
１０８.６％
１０６.６％
９９.０％
１０８.９％
７７.４％
６８.３％
７６.７％
１３３.５％
３１.５％
６５.５％
９３.５％
９９.４％

金 額
５,８８９
１４,２３４
１１,４２８
２,５２３
６３８
７２９

１,２８６
５４７
３１５
２９２
８８６
４８７

３９,２５４

対前年比
１１０.８％
１１８.６％
１０５.８％
７５.７％
１２７.９％
７８.７％
７７.４％
７８.６％
３０７.２％
２３.８％
９０.７％
９８.６％
９４.５％

数 量
４,７０３
１５,８２２
５,３９８
７,６３４
２,３８５
９６３

１,１００
２,０１７
１,１０６
１,０５２
３３０
２１９

４２,７２９

主要品目
エビ
サケ
カニ
サバ
アジ
タラコ
タコ
アカウオ
カレイ
シシャモ／卵
筋子・イクラ
ウナギ
合計

２

必
要
予
算
の
確
保
要
望

寿司・海鮮丼が好評集める寿司・海鮮丼が好評集める

浜浜ププラランン推推進進ブブロロ
ッックク会会議議開開くく

優
良
事
例
を
学
ぶ

優
良
事
例
を
学
ぶ

２０
年
３
月
期
第
２
・
四
半
期
決
算

２０
年
３
月
期
第
２
・
四
半
期
決
算

優良事例に熱心に耳を傾ける参加者

ＪＦ全漁連

広
島
・
尾
道

高
知
・
宿
毛
湾

ららぽーとの新感覚マルシェ

メルカドサマサメルカドサマサ

山
口
水
産
庁
長
官
に

丸
山
島
根
県
知
事
ら
関
係
者

阪
和
、食
品
事
業
の
利
益
半
減

２０１９（令和元）年１１月１４日（木曜日）

近
畿
・
中
国
・
四
国
か
ら
約
６０
人
出
席

エ
ビ
や
寿
司
種
が
不
振

佐政水産

（単位＝数量・トン、金額・百万円）
阪和興業２０１９年度（上期）の主要魚種取り扱い

古 川 社 長

成
長
産
業
化
に
向
け
決
議

予
算
の
満
額
確
保
を

Ｊ
Ｆ
３
連
会
議

東
洋
製
罐
Ｇ
Ｈ
Ｄ
、増
収
減
益

第
５
次
中
期

経
営
計
画
苦
戦

純
利
益
激
減

国際漁業協力の展望�国際漁業協力の展望�

青
森
産
技

５

編

東京海洋大で１６日開催
国際漁業学会研究会

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

水
産
総
合
研
究
所
企
画
経
営
監

長

崎

勝

康
氏

産
学
連
携
協
定
を
締
結

産
学
連
携
協
定
を
締
結

東
京
海
洋
大
学
と
気
仙
沼
信
金

技
術
開
発
や
教
育
支
援
な
ど

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
シ
ジ
ミ
種
苗
育
成

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
シ
ジ
ミ
種
苗
育
成

中
部
水
産
、減
収
増
益

餌
料
代
は
１�２
０
０
に
削
減

営
業
利
益
は
大
幅
増
加

（第３種郵便物認可）


